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保
健
福
祉
部
長　

高
齢
者
所
在

不
明
の
問
題
が
生
じ
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
責
務
の
重
さ
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
な
り
手
が
い
な
い
と
い

う
状
況
の
中
、
熱
意
あ
る
民
生
委

員
児
童
委
員
の
方
々
に
過
度
の
負

　

日
産
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
跡
地
に

大
型
店
舗
が
２
棟
と
１
６
０
０
台

の
駐
車
場
を
備
え
る
本
市
に
は
か

つ
て
な
い
大
型
商
業
施
設
が
平
成

　

年　

月
こ
ろ
オ
ー
プ
ン
予
定
で

２３

１０

あ
り
、
開
店
す
れ
ば
大
量
の
車
が

流
入
し
ま
す
。
大
型
店
の
南
側
は

東
原
小
学
校
、
西
側
は
住
宅
街
で

す
か
ら
、
東
原　

号
線
に
信
号
機

１４

の
設
置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策
や
地
域
住
民

へ
の
影
響
な
ど
総
合
的
な
対
策
と

評
価
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

こ
れ
だ
け
大
き
な
開
発

で
す
か
ら
、
相
当
な
交
通
量
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
通
学
路
の
安
全
・

安
心
の
確
保
や
周
辺
住
宅
へ
の
影

響
等
、
き
ち
ん
と
調
査
・
検
討
し
、

措
置
を
講
じ
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は

買
い
物
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ

と
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
中
心

に
雇
用
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

　

市
民
部
長　

信
号
機
の
設
置
や

交
通
規
制
表
示
等
は
、
県
警
本
部

の
決
定
に
な
り
ま
す
の
で
警
察
に

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
次
総
合
計
画
の
重
点
施
策

で
、
住
所
の
表
示
方
法
を
「
土
地

の
地
番
号
に
よ
る
複
雑
な
形
態
か

ら
、
合
理
的
で
わ
か
り
や
す
い
方

法
に
住
民
参
加
で
改
め
、
市
民
生

活
の
利
便
性
を
向
上
し
ま
す
」
と

あ
り
ま
す
が
、
相
武
台
地
区
は
、

昭
和　

年
に
町
名
変
更
さ
れ
て
か

４９

ら　

年
が
経
過
し
て
お
り
、
実
施

３６
に
向
け
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
地
域

住
民
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成　

年
度

２３

に
は
相
武
台
地
区
の
住
居
表
示
の

実
施
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
実
施

ま
で
何
年
間
を
目
標
に
し
た
計
画

で
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

住
居
表
示
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
も
と
に
、
平
成　

年
度
及

２３

び
平
成　

年
度
で
、
実
施
に
向
け

２４

た
地
元
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、

そ
の
後
、
住
居
表
示
審
議
会
へ
の

諮
問
、
答
申
を
行
い
、
平
成　

年
２５

度
実
施
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
ら
選
挙
当
日
と
同
様
に
投
票
で

き
る
期
日
前
投
票
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
期
日
前
投
票
を
行
う
に

は
、
投
票
人
が
住
所
や
氏
名
、
そ

し
て
投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
け

な
い
理
由
を
宣
誓
書
に
記
入
し
て

提
出
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
混
雑
し
て
い
る
期
日

前
投
票
会
場
、受
付
職
員
の
面
前
、

狭
い
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
条
件
の
中
、

宣
誓
書
に
時
間
を
か
け
て
書
く
こ

と
を
苦
手
に
し
て
い
る
市
民
も
多

く
、
高
齢
者
等
か
ら
「
緊
張
し
て

手
が
震
え
書
く
の
が
大
変
で
す
」

と
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
そ
の
場
で
の
記

入
に
戸
惑
い
や
す
い
市
民
に
配
慮

し
、
手
続
の
簡
素
化
も
考
え
期
日

前
投
票
請
求
書
兼
宣
誓
書
を
事
前

に
配
布
し
、
投
票
率
の
向
上
を
図

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

選
管
事
務
局
長　

選
挙
管
理
委

員
会
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
は
、

行
政
自
ら
が
行
政
計
画
や
、
そ
の

意
思
決
定
に
お
い
て
積
極
的
な
女

性
の
参
画
を
促
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
本
市
に
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
委
員
会
や

審
議
会
、
そ
の
他
、
市
長
の
委
嘱

に
よ
る
も
の
な
ど
が
合
計　

設
置

６５

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
防
災

会
議
を
含
む　

は
、
女
性
の
参
画

１７

が
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
で
す
。

　

特
に
中
越
地
震
等
の
災
害
時
の

経
験
か
ら
、
女
性
の
声
を
防
災
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
防
災
会

議
へ
女
性
の
参
画
を
位
置
づ
け
る

自
治
体
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
本
市

は
平
成　

年
度
、
地
域
防
災
計
画

２３

の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
防
災
会
議
へ
の
女
性
の
参

画
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

市
民
部
長　

現
在
、
防
災
会
議

の
委
員
は　

人
す
べ
て
男
性
で
す
。

２７

ご
指
摘
の
と
お
り
、
特
に
デ
リ
ケ

ー
ト
な
課
題
等
、
女
性
の
視
点
か

ら
見
て
い
た
だ
く
必
要
も
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
は
、
構
成
団
体
の
あ

り
方
も
含
め
て
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

基
地
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
手

法
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
市

長
の
付
属
機
関
で
あ
る
基
地
返
還

促
進
委
員
会
の
議
事
録
を
見
る
と
、

委
員
か
ら
「
広
く
市
民
に
意
見
を

聞
く
べ
き
で
は
」
と
い
う
意
見
に

対
し
、
市
側
は
「
市
民
の
意
見
は

多
種
多
様
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
」
と
し
て
認
め

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
水
道
料
金
値
上
げ
を
審

議
し
て
い
る
水
道
審
議
会
で
は
、

委
員
か
ら
の
ご
意
見
で
、
当
初
予

定
し
て
い
な
か
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
市
民

か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
、
基
地
問
題
で
は
市
民
に
広

く
意
見
を
聞
か
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
審
議
会
以
外
の
市
民
参
加
の

手
続
き
を
な
ぜ
と
ら
な
い
の
か
説

明
を
求
め
ま
す
。

　

秘
書
室
長　

市
民
参
加
の
一
つ

の
手
法
で
あ
る
審
議
会
で
、
計
画

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
経
過
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

を
最
大
限
尊
重
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
他
の
市
民
参
加
手

続
き
を
と
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
公
債
と
は
、
「
住
民
参
加

型
市
場
公
募
地
方
債
」
の
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
方
債
は
、

市
民
に
告
知
を
し
て
購
入
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
、
目
的
は
「
住
民

の
行
政
参
加
意
識
高
揚
」
「
資
金

調
達
手
法
の
多
様
化
」
「
個
人
金

融
資
産
の
有
効
活
用
」な
ど
で
す
。

購
入
さ
れ
る
方
か
ら
は
「
市
政
に

参
加
で
き
る
か
ら
」
「
地
方
公
共

団
体
が
発
行
す
る
も
の
だ
か
ら
安

心
」
な
ど
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、

金
融
商
品
と
し
て
の
魅
力
や
価
値

も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
は
今
後
、
新
規
事
業
の
た

め
に
幅
広
い
財
源
の
確
保
策
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
金
融
資

産
と
し
て
の
市
民
公
債
の
購
入
も

財
源
確
保
策
の
一
助
と
し
て
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
民
公
債
は
、

い
わ
ゆ
る
負
債
で
す
。
市
場
金
利

と
の
関
係
で
、
利
回
り
、
償
却
期

間
の
検
討
、
何
よ
り
市
民
に
理
解

さ
れ
る
事
業
の
選
択
が
必
要
で
す
。

調
査
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
在
住
の
大
学
生
が
市
内
小

池
大
橋
の
歩
道
で
、
飲
酒
運
転
、

無
免
許
、
無
車
検
、
無
保
険
と
い

う
悪
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
ね
ら

れ
死
亡
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
を

受
け
、
被
害
者
家
族
な
ど
が
全
国

各
地
で
署
名
運
動
を
積
み
重
ね
た

こ
と
に
よ
り
刑
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年　

月
よ
り
「
危
険
運
転

１３

１２

致
死
傷
罪
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
で
ご
子
息
を
亡
く
さ
れ
た
鈴

木
共
子
さ
ん
は
「
生
命

    

の
メ
ッ
セ

い
の
ち

ー
ジ
展
」
を
全
国
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成　

年
に
は
「
犯

１６

罪
被
害
者
等
基
本
法
」
が
施
行
さ

れ
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
の
責

務
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

と
し
て
「
生
命
の
大
切
さ
を
伝
え

る
事
業
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

鈴
木
氏
の
取
り
組
み
に

深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。
生

命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
事
業
の
必

要
性
を
感
じ
て
お
り
、
啓
蒙
・
啓

発
活
動
な
ど
総
合
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
政
和
会
》

「 
生
命 
の
大
切
さ
を
伝
え
る
事
業
」の

い
の
ち

展
開
を
！

沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

基
地
跡
地
利
用
計
画

な
ぜ
市
民
の
声
を
聞
か
な
い
の
か

三
枝　

浩
樹 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

市
民
公
債
で
幅
広
い
事
業
を
！

（
４
面
か
ら
続
く
）

担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
が
第
一
で
す
。
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

支
え
合
い
、
助
け
合
え
る
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
川　

成
男 
議
員
《
政
和
会
》

大
型
商
業
施
設
の
交
通
安
全
対
策
や

地
域
住
民
へ
の
影
響
は

　

伊
藤　

正 
議
員
《
政
和
会
》

地
域
住
民
の
願
い
！

相
武
台
地
区
住
居
表
示

　

国
は
、
投
票
率
の
向
上
を
目
指

し
、
平
成　

年
６
月
に
公
職
選
挙

１５

法
を
改
正
、
従
来
の
不
在
者
投
票

制
度
を
改
め
公
示
・
告
示
の
翌
日

　

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

期
日
前
投
票
の
簡
略
化
を

牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

防
災
会
議
に
女
性
の
参
画
を

柏
木　

育
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

小
学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
反
対

　

現
在
、
本
市
の
小
学
校
給
食
は

自
校
方
式
で
あ
り
、
市
に
採
用
さ

れ
た
調
理
員
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
外
部
委
託
す

る
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
外
部
委

託
さ
れ
れ
ば
調
理
員
全
員
が
委
託

先
の
人
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

子
ど
も
や
先
生
方
と
の
対
話
も
、

改
善
し
た
い
こ
と
な
ど
の
会
議
も

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
栄
養
士
や

校
長
な
ど
か
ら
指
示
さ
れ
る
作
業

基
準
に
沿
っ
た
こ
と
や
ア
レ
ル
ギ

ー
食
品
の
こ
と
、
さ
ら
に
、
地
場

産
の
野
菜
購
入
で
は
、
天
候
不
順

に
よ
る
突
然
の
変
更
な
ど
個
々
の

問
題
を
調
理
員
に
直
接
指
示
す
る

こ
と
は
偽
装
請
負
と
い
う
違
法
状

況
と
な
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
が
口
に
す
る
給
食
の
安

全
も
お
い
し
さ
も
業
者
に
丸
投
げ

し
、
行
政
も
市
民
も
チ
ェ
ッ
ク
で

き
な
く
な
る
民
間
委
託
に
は
反
対

で
す
。

　

教
育
長　

い
つ
か
ら
と
い
う
こ

と
も
含
め
、
調
理
業
務
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
情
報
収

集
等
調
整
・
検
討
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
返
還
候
補
地

に
つ
い
て
は
、
座
間
市
基
地
返
還

促
進
委
員
会
か
ら
の
答
申
で
も
、

市
民
の
要
望
が
最
も
高
い
総
合
病

院
を
誘
致
し
て
、
市
の
救
急
医
療

体
制
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る

「
病
院
誘
致
ゾ
ー
ン
」
が
提
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
超
え
る
べ
き
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
数
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
構
想

が
実
現
し
た
場
合
の
消
防
本
部
の

救
急
業
務
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

効
果
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

市
内
に
は
救
急
告
示

病
院
が
２
病
院
し
か
な
い
た
め
、

救
急
搬
送
件
数
の　

％
を
市
外
の

７４

病
院
に
搬
送
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
傷
病
者
を
各
地
か
ら
医
療
機

関
に
収
容
す
る
ま
で
の
収
容
時
間

が
年
々
延
び
て
い
ま
す
。
仮
に
返

還
跡
地
に
病
院
が
誘
致
さ
れ
た
場

合
、
一
件
当
た
り
の
収
容
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
次
の
救
急
要
請
に
も

早
急
に
対
応
が
で
き
る
た
め
、
市

民
の
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
政
和
会
》

総
合
病
院
誘
致

救
急
業
務
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
？




